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筆者らは，昨年度より1Maより若いジルコン試
料のU-Pb年代測定をスタートさせた（横山ほ
か，2011）．克服すべき問題は２つあり，ひと
つは形成年代の新しいジルコンには放射壊変起源
の鉛(206Pb, 207Pb)の数が少なく，とくに207Pbの
信号が得にくいこと，もうひとつは，形成年代の
新しいジルコンは親核種のウランと娘核種の鉛の
量の差がきわめて大きいため，鉛の信号強度を上
げることによりウランの信号強度が検出器の限
界を超えて高くなること(例えば，1Maより若い
ジルコンでは，206Pb/238Uは約0.0001以下)であ
る．２つ目の問題に対して，横山ほかはリダク
ションイオン検出法を用いることによって，ダイ
ナミックレンジの問題の解決を図った（詳しくは
横山ほか，2011を参照）．これにより任意の質
量数を持つ同位体の信号強度を500分の1に低減
し，見かけ上ダイナミックレンジ９桁程度の測定
が可能となった．つまり少ない206Pb，207Pbのシ
グナルに合わせた測定条件でも，238Uの非常に高
いシグナルを1/500にカットすることによって両
元素を好条件で測定できるようになった．その
一方で，1 つめの問題がクローズアップされた．
具体的には，207Pbの信号はジルコン表面の鉛の
汚染やベースライン補正の影響を強く受け，
207Pb/235U を横軸に，206Pb/238Uを縦軸にとるコ
ンコーディア図で見ると，１Maより若いジルコ
ンのデータがコンコーディアライン上から右に外
れている．彼らはこの問題を解決するために，汚
染鉛の影響を徹底的に除去すること，正確なベー
スライン(ブランク)の差し引きを行うことを挙げ
ている．例えば，レーザー照射時に発生した衝
撃波によってセル（試料をセットする容器）内に
残っている試料がプラズマイオン源まで輸送され
てしまい，鉛のバックグラウンドを上昇させる可
能性もあると言及している．本研究では，正確な
バックグラウンドを計測するための方法として，
通常のガスブランク(レーザー照射を行わずに信

号強度を求める方法)ではなく，レーザーを発振
しながらブランクを測定する“アブレーションブ
ランク”についていくつか実験を行った．
レーザーアブレーションブランクを求めるため
の鉛を含まない材料として，工業製品の中で最も
管理されたシリコンウエハ，測定対象と同じ材質
で年代ゼロ（放射起源鉛もゼロ）が仮定できるも
のとして雲仙の平成新山溶岩ドーム（1991年噴
出）を準備した．U-Pb同位体分析は，京都大学
所有のエキシマレーザーアブレーション-ICP質量
分析装置を用いて行った．レーザーのクレーター
径は25μmとした．測定は雲仙ジルコンおよび
シリコンウエハに対するアブレーションブランク
測定を20測定ずつと比較のためのガスブランク
値を20測定行った．測定した同位体は206Pbと
207Pbである．その結果，ガスブランク値とシリ
コンウエハのアブレーションブランク値にはほと
んど差が認められなかったのに対して，雲仙ジル
コンの206Pb，207Pbのシグナルは前2者のブラン
ク値より高くなる傾向が示された（図１）．次
に，アブレーションブランクに基づいて大阪層群
ピンク火山灰に含まれるジルコン(１Ma)の年代
測定も行った．ガスブランクと上述のアブレー
ションブランクを併用して年代データを比較した
ところ，ガスブランクに基づいたデータではコン
コーディアラインから右に外れるが，アブレー
ションブランクを採用した場合ほぼコンコーディ
アラインにプロットされ，年代結果もこの火山灰
の年代と一致した（図２）．現時点では雲仙ジル
コンのアブレーションブランクで年代測定が正確
に機能していると結論付けられる．今後，人工ジ
ルコンでのアブレーションブランクを測定し，雲
仙ジルコンとの比較も行ってみたい．
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たジルコンU-Pb年代測定法とFT法との比較. 
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図１.ガスブランクとアブレーションブランク（雲仙ジルコン，シリコンウエハ）の比較．
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図２. ガスブランク(左)と雲仙ジルコンを用いたアブレーションブランク（右）に基づく大阪層群ピンク火山灰ジルコ
ン（1Ma）のU-Pb年代測定結果.作図にはLudwig(2008)のIsoplot ver3.6を使用した．


